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588m2．保育室4 ･遊戯室．会議室．職員室

などがあI)敷地面積は、 5,235m1．建設工事

昔は、 6,030万円です。

▽園児も4月から小学一年生。今年市内の新

入学児は、男児289名、女児316名の計605

名で、昨年の580名に比べ15名多くなってい

ます。

▽新しく完成した市立秋山幼椛|鴬'て､の一コ

マです。秋山幼稚園は、 さる48年4月に秋山

小学校の一部校舎を借りて開設し、 7年か過

ぎ、今年から新しい園舎になりました。建

てられたのは、秋山中学校の南側で園庭も広

く 、環境のよい場所となっています。

▽|司舎は、鉄骨造り平屋建てで総建て面犢は
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テレホンサービス「市政案内」は(3) 1 151 . 1 152です。



ｰ昭和56年4月5日市報たかはぎ第2534

文化と健康のまちづくり

<りから伸長発展のまちへ
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意
を
用
い
ま
し
提

「
教
育
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
い
て
、
教
育
施
設
の
悠
備
と
心
の

通
っ
た
教
育
を
進
め
る
た
め
、
教
育
内

容
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
、
危
険
校
舎
の
解
消

を
因
る
た
め
に
秋
山
小
学
校
の
増
改
築
を

二
年
継
続
事
業
で
着
手
す
る
と
と
も
に
、

小
・
中
学
校
の
教
材
備
品
の
充
実
に
も

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は
発
足
二
年

目
を
迎
え
、
さ
ら
に
運
営
の
円
滑
化
と

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
児
の
も

つ
可
能
性
を
で
き
る
だ
け
伸
ば
し
な
力

ら
、
活
発
な
橘
動
が
で
き
る
よ
う
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
秋
山
幼

緋
間
に
一
学
級
を
恥
殺
し
て
教
育
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
価

値
観
の
多
様
化
と
余
暇
の
増
大
に
伴
い

学
習
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
に
対
す
る

関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

公
民
館
括
動
の
充
篭
》
ゞ
壺
化
会
館
を
中

氏

教
育
切
売
実

心
と
し
た
芸
術
文
化
の
維
進
を
図
り

市
民
の
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
巾
民
体
育
館
は
じ
め
洲
施

設
を
活
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
お
い
て
も
砿
極
的
な

参
加
の
気
運
を
高
め
、
市
民
の
健
康
な

身
体
と
心
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
、

社
会
的
に
重
要
な
文
化
財
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
、
適

切
な
保
存
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
き
に
三
年
余
の
年
月
を
か
け
て
、

「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説

一
が
好
評
の
う

ち
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
各
方

面
で
の
活
用
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
十
二
月
に
巾
の
文
化
財
に

指
定
し
た
穂
積
家
住
宅
に
つ
い
て
は

萱
屋
根
特
有
の
川
附
を
大
切
に
し
な
か

ら
屋
根
の
修
復
を
行
い
、
伝
統
的
建
造

物
と
し
て
保
存
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
八
十
七
年
度
市
立
剛
書

館
の
建
設
に
州
え
て
、
仙
当
職
員
を
養

成
す
る
と
と
も
に
、
設
計
委
託
料
の
計

上
、
蔵
書
の
充
実
を
図
る
等
準
伽
体
制

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

市
内
に
働
く
青
少
年
の
学
習
・
交
流

の
場
と
し
て
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を

’ ’を
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
ゞ

れ
ま
し
だ

三
月
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
十
四
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か

昭
和
五
‐
エ
ハ
年
第

要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
冒
頭
で
鈴
木
市
長
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
施
政
方
針

回
／一､、

設
慨
し
て
以
来
、
年
々
利
用
者
が
助
え

て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り

さ
ら
に
自
主
的
な
柄
動
を
助
長
し
な
が

ら
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

福
祉
を
支
え
る
も
の
は
、
市
民
ひ
と

り
ひ
と
り
の
心
に
あ
る
と
い
う
基
本
理

念
に
た
っ
て
、
施
策
の
運
営
に
あ
た
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
特
に
、
国

際
障
害
者
年
を
迎
え
て
「
完
全
参
加
と

平
等
」
を
目
指
し
、
障
害
を
持
つ
人
々

が
社
会
の
一
員
と
し
て
、
各
分
野
に
お

い
て
積
極
的
に
涌
勤
で
き
る
よ
う
、
国

際
的
な
迎
帯
の
中
で
取
り
組
む
意
義
深

い
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ひ
ろ
く
市
民

に
呼
び
か
け
て
記
念
大
会
を
樅
し
、
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
冊
祉
作
業
所

の
開
批
、
心
身
障
害
者
の
通
院
・
地
所

に
対
す
る
衡
用
の
助
成
、
そ
の
他
関
係

剛
体
が
行
う
事
業
の
積
極
的
な
推
進
を

擬
肋
し
て
、
社
会
参
加
の
気
運
を
高
め

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
法
令
用
語
の
見
直
し
等
、
従

来
に
も
軸
Ⅷ
〉
き
め
の
細
か
い
配
盧
を

月
）
定
例
市
議
会
が
、
さ
る

握
祉
釦
向
吐 ’

も
っ
て
障
害
者
年
を
意
義
あ
ら
し
め
る

施
策
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
方
、
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
、

今
日
の
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
て
来
た

老
人
が
生
き
が
い
の
あ
る
日
々
が
送
れ

る
よ
う
と
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
助
長
を
図

る
と
と
も
に
、
老
人
い
こ
い
の
家
等
施

設
の
運
営
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
前
年

に
引
き
続
き
、
独
居
と
人
に
対
し
、
愛

の
定
期
便
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

公
害
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
共

用
水
域
調
査
を
は
じ
め
各
種
調
査
を
実

施
し
、
公
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

ま
た
市
民
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

の
活
発
な
活
動
を
促
進
し
、
意
識
の
高

揚
を
は
か
る
と
と
も
に
、
健
康
に
つ
い

て
の
相
談
業
務
に
つ
い
て
も
更
に
内
容

を
充
実
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
各

種
住
民
検
診
、
予
防
接
種
等
に
つ
い
て

実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
健
康
は
単

に
体
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
「
心
の
健

康
」
も
、
よ
り
大
切
で
あ
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ

シ
ョ
ン
活
動
と
の
結
び
つ
き
に
つ

い
て
も
十
分
意
を
用
い
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

制
腿
に
対
し
て
被
保
険
者
の
理
解
と
協

力
を
得
る
た
め
の
広
報
涌
動
、
医
療
費

動
向
の
分
析
等
を
行
な
い
効
率
的
な
運

営
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般
会
計
よ
り

繰
出
し
を
行
な
い
国
保
財
政
の
健
全
な

る
運
営
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
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社
会
情
勢
の
変
化
と
生
活
水
準
の
向

上
に
伴
い
、
常
に
安
全
で
快
適
な
生
活

が
営
む
こ
と
の
で
き
る
生
活
施
設
の
整

備
を
図
る
た
め
に
各
種
事
業
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

ま
ず
、
都
市
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
都
市
基
盤
の
根
幹
を
な
す
公
止
下

水
道
事
業
に
着
手
し
て
三
年
目
を
迎
え
、

業
務
量
も
増
大
し
て
い
る
中
で
、
地
方

目
洽
法
第
二
百
九
条
の
規
定
に
蛙
づ
き
、

特
別
会
計
を
も
っ
て
処
理
に
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
都
市
下
水
路
の
幣
術
、
都
市

計
画
街
路
事
業
、
土
地
区
面
蜷
理
事
業

児
童
公
園
開
設
事
業
等
を
引
き
続
き
実

施
い
た
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
用
途

地
域
指
定
の
見
直
し
の
時
期
に
き
て
い

る
の
で
基
礎
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
郁

市
計
画
図
の
作
成
を
い
た
し
ま
す
。

3月10日から23日まで開かれた3月定例市議会

道
路
整
備
に
つ
い
子
）
主
要
道
路

の
改
良
と
舗
装
を
進
め
る
と
と
も
に

広
域
的
関
連
性
を
も
っ
た
主
要
路
線
に

つ
い
て
の
県
道
昇
格
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
要
請
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
常
磐

日
勤
車
道
に
つ
い
て
は
、
設
計
協
議
の

時
期
を
迎
え
て
地
域
の
実
情
と
市
計
画

と
の
斉
合
性
を
重
視
し
て
、
十
分
な
対

応
を
心
が
け
て
建
設
の
促
進
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

住
宅
に
つ
い
て
は
、
市
民
お
よ
び
岻

人
希
望
者
の
住
宅
需
要
は
燗
大
し
て
い

る
中
で
、
市
営
住
宅
の
建
替
増
築
を
引

き
つ
づ
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
民
間

資
本
に
よ
る
健
全
な
宅
地
開
発
事
業
の

促
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
河
川
改
修
・
怖
梁
架
替
事

業
等
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
莱
に
つ
い
て
は
、
く
ら

し
の
巾
の
交
迦
安
全
の
定
着
化
を
図
り
、

巾
乢
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
連
動
を
推

進
し
、
市
此
の
交
通
安
全
思
想
の
普
及

と
意
微
の
高
揚
を
側
り
な
が
ら
、
事
故

防
止
の
た
め
の
施
設
の
盤
術
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

市
役
所
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

狭
塩
化
し
、
業
務
に
も
支
障
を
き
た
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
対
漿
を
庁
舎
建
設

委
貝
会
を
設
け
て
検
討
し
た
結
果
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
能

率
化
を
図
る
た
め
庁
舎
の
増
築
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
ま
た
市
の
中
心
部
に
お

い
て
広
く
市
民
が
利
用
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え
た
複

合
集
会
施
設
を
建
設
し
て
参
り
ま
す
。

非
常
備
消
防
に
つ
い
て
は
分
団
詰
所

農
業
部
門
に
お
い
て
は
、
水
田
利
用

再
洲
対
莱
も
四
年
目
を
迎
え
、
農
家
の

協
力
に
よ
り
目
標
曲
禎
を
上
回
る
成
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
八
十
六

年
度
か
ら
五
十
八
年
度
ま
で
の
三
か
年

を
第
二
期
対
紫
と
し
て
、
本
市
の
配
分

血
積
は
、
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

全
体
水
田
面
積
の
二
十
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
た
る
厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
五
十
六
年
度
は
昨
年
度
の
冷
害

に
よ
る
特
別
措
置
と
し
て
昨
年
度
と
同

じ
百
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
水
田
利
用

再
編
対
策
推
進
協
議
会
の
議
を
経
て
実

の
建
設
と
消
火
栓
及
び
防
火
貯
水
槽
の

設
置
を
行
い
ま
す
。

広
域
行
政
に
つ
い
て
は
、
高
萩
市
・

十
王
町
事
務
組
合
及
び
高
萩
・
北
茨
城

と
畜
場
組
合
の
業
務
が
円
滑
に
運
営
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
経
費
を
負
扣

し
て
参
り
ま
す
。

水
道
事
業
・
工
業
用
水
道
事
業
に
つ

い
て
は
、
料
金
改
正
後
二
か
年
を
経
過

し
、
着
実
な
経
営
期
を
迎
え
る
こ
と
か

で
き
ま
し
た
が
、
両
事
業
と
も
収
益
面

で
の
業
績
は
、
過
去
の
よ
う
な
高
成
長

を
期
待
す
る
こ
と
は
困
靴
で
あ
り
ま
す

の
で
、
本
年
は
、
現
有
施
設
の
保
守
点

検
、
開
経
費
の
節
減
等
事
業
の
効
率
的

迎
営
に
主
力
を
注
い
で
経
営
体
質
の
健

全
化
を
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

産
業
ゆ
振
興

施
方
針
を
一
）
、
地
域
農
業
生
産
の
再

編
を
図
る
う
え
か
ら
基
盤
整
備
事
業
の

推
進
等
、
睦
作
条
件
の
整
備
に
努
め
、

こ
の
機
会
を
通
じ
て
「
禍
を
福
と
な
す
」

積
極
的
な
取
り
組
み
で
関
係
諸
団
体
と

の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
農
業
経
営
体

質
の
改
善
と
強
化
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

地
区
再
編
農
業
構
造
改
善
事
業
は
、

三
年
目
を
迎
え
島
名
地
区
集
落
間
農
道

の
建
設
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た

新
た
に
、
ほ
場
煙
備
を
計
画
し
て
、
そ

の
調
炎
を
進
め
る
と
と
も
に
、
松
岡
地

区
農
免
道
路
を
は
じ
め
農
道
水
路
等
の

改
修
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま

す
。

な
お
、
県
北
東
部
広
域
農
道
盤
備
事

業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
広
大
な

山
間
地
域
を
擁
す
る
本
巾
と
県
北
各

地
と
の
南
北
連
絡
路
線
と
し
て
は
、
画

期
的
な
意
義
を
も
つ
道
路
と
し
て
、
事
業

の
械
極
的
促
進
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
第
二
期
山
村
振
興
事
業
も
最

終
年
度
に
あ
た
り
多
目
的
集
会
施
設
を

建
設
い
た
し
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
林
業

構
造
改
善
事
業
に
取
り
組
む
べ
く
調
査

を
実
施
し
、
ま
た
引
き
続
き
林
道
開
設

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
現
在
公
図

の
な
い
上
手
綱
地
区
を
調
査
対
象
に
し

実
施
い
た
し
ま
す
。

商
工
行
政
に
つ
い
て
は
、
商
業
の
近

代
化
を
め
ざ
し
て
商
工
業
者
の
活
発
な

意
欲
を
さ
ら
に
助
長
す
る
た
め
に
、
商

工
会
運
営
の
助
成
と
商
店
街
の
環
境
整

傭
等
地
域
活
動
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、

産
業
祭
等
を
通
じ
て
市
民
が
地
場
産
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
地
元
産
品
の

消
費
の
拡
大
に
も
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
高
萩
イ

ン
タ
ー
チ
丁
一
ン
ジ
発
表
以
来
、
手
綱
工

業
団
地
へ
の
進
出
の
気
運
が
高
ま
っ
て

い
る
中
で
、
積
極
的
に
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
誘
致
の
促
進
に
あ
た
っ
て
参

り
ま
す
。

さ
ら
に
手
綱
Ｂ
工
業
団
地
の
早
期
完

成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
中
郷
地
区

の
開
発
と
の
関
連
も
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、
高
萩
の
お
か
れ
た
立
地
条
件
を
効

果
的
に
活
用
し
て
農
業
、
商
業
、
工
業

が
共
存
で
き
る
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

一
市
民
参
加
の
市
政
を
一

以
上
施
政
の
基
本
的
な
方
向
と
内
容

を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
厳
し
い
淵
情

勢
の
下
で
こ
の
施
策
を
実
現
し
て
行
く

た
め
に
は
、
多
く
の
幽
難
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
過
去
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

苦
難
を
経
て
築
き
あ
げ
て
き
た
基
盤
の

上
に
新
し
い
発
腱
の
レ
ー
ル
が
敷
か
れ

つ
つ
あ
る
こ
の
大
切
な
時
に
あ
た
り
、

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
市
政
に
対
す
る

深
い
理
解
と
積
極
的
な
協
力
の
も
と
に
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

い
う
意
識
の
上
に
立
っ
て
、
市
政
に
参

加
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に

執
行
体
制
の
強
化
と
責
任
体
制
の
確
立

を
図
り
な
が
ら
決
意
を
新
た
に
し
て
新

年
度
に
前
進
し
て
参
る
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

(3)
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うち56年度分 2億4 ‘ 522ノJ~3 , 000円

小・ ’ | '学校数|:ｲ允火事業

1 ， 856万2 ， 000円

文化会館述'I;i･ || |I¥

老人拙祉事業

8， 192万4 ， 000円

医療禍祉半業

2億3， 693ノJ5 , 000円

児童fM祉対漿事業

2億6 ， 988万2 ， 0001 '］

生活保護対策事業

3億4， 793刀9， 000円

生活資金貸付事業

500万0, 000円
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⑳
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祉
の
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ノし
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実
向
遣
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土 木 費

総 務 費

教 育 寶

公 債 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

讓 会 費

労 働 費

商 工 費

予 備 費

災害復旧費

一
一
画
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・↓で
‐

’

后］ 56年度

ﾛ■■■55年度

’

一般会計予算

歳 出

（使われるお金）

囚 ’
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56年度の
. 邑 , ‘ - . .. ‘--.....- 邑 , ‘ -.乳：Z

高萩市の56年度の予算力菩きまりました。
新年度の予算料ni成にあたっては、財政

再建を基調とする国、県の予算および地

方財政計画の制約の中で、健全な財政運

営を基本に極力財源の確保に努め、市民

の生活の安定と、福祉のlfIj上のために諸

施策を厳しく選択したうえで、重点的な

配分を図って予算の編成をいたしました。

.･･巴

謡 い
い
’
０
０
口
金
■
手
口
。
。
□
ロ
．

酬
韻
や
謡
覗
・
岬
訳
録
。
蜘
酬
ロ
申

（ ）内は構成
7,789万4千円(1 .3％） 比て．す
4,890万2千円(0.8％）
1 ,444万8千円(0.2％）
420万9千円(0. 1％）
6万1千円（ 一 ）

予算の伸び総額6．0%

一般会計は3．9％

地方譲与税

自動車取得税交付金
娯楽施設利用税交付金
交通安全対策特別交付金

寄附金ほか

とくに、歳入の頂|で､は、市税を20億

6，149万1千円、前年対比19．1ノf－セン

トの伸びと最大限に見込み、極力市債の

依存を抑制いたしました。

また、歳出面では、質的な内容の充実

に意を用いな力筈ら、財源の重点的かつ効

率的な配分を行い、経常経費を極力抑制
し、投査的経費に振'） I '''｣けました。

その結果、一般会計歳入歳出予算は、

60億1 ，300万円で｡、前年対比3．9′写 セ

ントの伸び､となっています。

今年の予算の主な事業をあげ．てみまし

た。

＝

＝

＝

＝

般
会
計
予
算
は
帥
億
１
，
３
０
０
万
円

ー

二

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

会計別の予算額 (単位千円）

今
二

十
ｌ
言
ロ

凡
又Ｉ

ム
ェ

ー 一般
会

淳
T

別
一
計 計

予算帥 伸

特国民健康保険事業

幽霊'素’ 事業
＝

計公共下水道事業

堂水道事業
Z塁

許 工業用水道事業
合 計

3．9％6，013，000

％
％
増

暁
晄
一
吻

７
２

７３

２
９
６

３

１

△
皆
△

０
９
４
７
３
３

門
”
調
粥
弱

％

６
２
７
８
２
９

１

８
５
１

８

０
２
３
１
７

１

７

2億882万円(3.5％）
8,485万9千円( 1 .496）
8,000万円 （1 3％）
6,000万円 （1.0％）
4’859万4千円(08％）
1 ,067万4千円(0.296）

諸収入．

使用料及び手数料
繰入金

繰越金
分担金及び負担金
財産収入

一般会計予算

歳 入

（市に入るお金）

一
Ｉ
訓

過去10年間の一般会計と

市税収入の当初予算推移

ダ
I ":i市民税:::：
8億9,972万4千口

鍵蕊鍵蕊舗
:｡:.:.:．: （43．6銘） :目:::

|ー
市民｜人が

５
０
６
６ 負担するお金

63,313円

市
税
加
億
６
，
１
４
９
万
１
千
円
、

罰

】

市民｜人に

使われるお金

’84,674円

40

’
ち
わ

' 20

1億2,880万5二円(6.3％）

1億6,924万1千円(8.2％）

'億1 ,171万9千円(5.4％）

2,631万円(1.3%)０
１
１

禽 市民ひとりが負担するお金と使われるお金は市税と一般会計の

歳出を人□32,560人（3月1日現在）て除したものてす・

(5)

通
(蕊

一般会計予算

……〃"

盛
一
”

鯵” 菱

ー

＃

;雛
;:;:到

′ 搦〃 ′ 鯵

毒
》
》
”
》
“
》
》
》
》
一

Id
Iq

Iq

I■

1．

10

10

函
一
■
一

固定資産油

7億2,569万2千円

(35．2兜）

たばこ消費税

電 気 税

都市計画税

そ の 他



ロ
万３５認
労
働
基
準
法
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
か
ら
し
て
、
全
産
業
一

ぎ
「
使
用
者
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
律
に
八
時
間
労
仙
制
を
適
用
す
る
こ
と

ま洲
一
日
八
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
て
は
が
困
難
と
思
わ
れ
る
な
ど
「
例
外
」
を

た
な
ら
な
い
」
（
三
十
二
条
）
と
八
時
間
設
け
る
必
要
の
あ
る
業
柿
、
た
と
え
ば

癖
労
働
制
の
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
、
九

日
つ
ま
り
、
一
日
八
時
間
を
超
え
て
労
時
間
労
働
制
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５月
働
さ
せ
る
場
合
に
は
、
労
働
時
間
の
時
こ
れ
が
、
労
働
時
間
の
「
特
例
」
と

錘
間
外
協
定
（
三
十
六
条
’
三
六
協
定
）
・
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

弱
の
締
結
や
割
増
賃
金
の
支
払
い
義
務
が
こ
の
「
特
例
」
規
定
が
四
Ｈ
一
日
か

日群
生
じ
ま
す
。
ら
削
除
さ
れ
、
「
特
例
」
が
廃
止
さ
れ

Ⅱ
’
し
か
し
、
こ
の
規
定
に
は
「
特
例
」
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詩
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
特
例
」
は
商
業
・
サ
ー
ビ

労
働
基
準
法
は
昭
和
二
十
二
年
に
制
ス
業
を
中
心
と
し
た
中
小
零
細
企
業
（
全

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
荒
廃
し
た
国
百
六
十
万
事
業
所
・
九
百
六
十
万
人
）

＊

灘§鰯
鴬

鶴鰯｢特例」廃止の主な背景

●労働時間の「特例」は、例外

とし/て設けられた制度で、社会経
止
考
会
特

音の発展に伴い、星本的には廃止

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
も

八
時
間
労
働
制
に

されるべき'ﾄ生格のものであると

えられること。

●昭和46年、労働呈準法研努 ト
四
月
か
ら
段
階
的
に
実
施

(労働大臣の私的諮問機関)は「

例」関係規則の検討を提言して

ること。

●現在｢特例｣業種のうち､ B 。可

間労|到制を採用している事業所か

封本の約8割|こものぼっていること。

次
増
過
重

３
が
て
が

第
人
じ
と

ど
く
応
こ

な
園
に
る

業
で
ど
す

ス
野
な
保

ビ
分
態
確

る
形
を

サ
れ
用
件

・
わ
雇
条

業
い
の
倒

商
と
そ
労

●
業
、
な

産
え
正

Ｉ
一要になり、そのために、まず、 労

倒時間制度についても他の産業と

同じ法制にする必要があると考え

られるようになったこと。
〈、〆、〆一一戸〈、〃兇〉ヴ」〆ＬＦ

労
働
時
間
の
「
特
例
Ｌ
が
廃
止
さ
れ

ま
す
と
、
す
べ
て
の
産
業
に
八
時
間
労

動
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
”

す
な
わ
ち
、
仙
用
者
は
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
で
も
休
憩
時
間
を
除
い
て
一
日
八

時
間
を
超
え
て
働
か
せ
て
は
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。

も
し
、
｜
日
八
時
間
を
超
え
て
働
い

て
も
ら
う
必
要
か
あ
る
場
合
は
、
時
間

外
労
働
の
協
定
を
結
び
、
割
増
貸
金
を

支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
特
例
」
に

よ
っ
て
九
時
間
労
働
を
定
め
て
い
た
商

店
、
食
堂
、
旅
館
、
理
・
美
容
業
な
ど

の
事
業
場
で
は
、
就
業
規
則
や
時
間
外

協
定
を
改
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
「
特
例
」
廃
止
に
よ
る
新

し
い
制
度
に
経
営
お
よ
び
組
織
を
う
ま

く
適
合
さ
せ
る
た
め
に
は
、
営
業
時
間

の
見
直
し
や
人
員
配
置
の
合
理
化
、
交

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
て
お
り
、
一
律

全
国
的
に
廃
止
す
る
と
影
響
が
大
き
い

た
め
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
段
階
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

廃
止
後
は
「
す
べ
て
の
業
種
の
労
働

者
に
八
時
間
労
働
制
」
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔
特
例
廃
止
の
時
期
〕

i
I

司
特
例
」
が
廃
止
さ
れ
た
ら

特
例
廃
止
」
に
つ
い
て
の
く
わ
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
立
労
働
基
准

監
督
署
（
冠
○
二
九
Ⅲ
（
二
二
）
五
一

八
七
）
宵
ぃ
ム
ロ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
勤
務
制
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
労
使
間
の
十

分
な
話
し
合
い
に
よ
る
円
滑
な
移
行
が

望
ま
れ
ま
す
。

商
業
（
測
人
未
満
の
卸
・
小
売
業
）
、

理
・
美
容
業
、
病
院
・
社
会
福
祉
施

設
、
興
行
業
（
映
画
製
作
を
除
く
）
、

飲
食
店
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
娯
楽
業
に

つ
い
て
の
「
特
例
」
は
、
次
の
よ
う
な

事
業
場
規
棋
区
分
に
応
じ
て
廃
止
さ
れ

ま
す
。①
労
働
者
数
が
五
十
一
人
以
上
の
事

業
Ｉ
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

●
●
●
●
判
●
●

1日8時間を超える

労働には割増壹金

下
の
事
業
ｌ
昭
和
五
十
八
年
四
月
巳

か
ら③
労
働
者
数
が
一
人
以
上
九
人
以
下

の
事
業
Ｉ
昭
和
六
十
年
四
月
日
か
ら

な
お
③
に
つ
い
て
は
、
廃
止
の
時
期

に
つ
い
て
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
、
中
央
労
働
基
準
審
議
会
で
再

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
労
働
者
数
が
十
人
以
上
五
十
人
以

労働保険年度更新の申告と

労災保険法改正の説明会へどうぞ
○日立労働基準監督署では、労|動保険の保険料の申告の手続き

と、労災保険法改正による説':ﾘl会を次の日ど!) -で開きます。

保険料なとゞの申告手続きは5月15日までです。

申告と説明会

と き ： 4月16日(木)午後1時から4時まで

ところ：高萩市中央公民館
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